
警告

BP070-522641-C

安全上 /使用上のご注意

作業の前に

配線方法

汎用フォグランプ
切り替えハーネス (12V 車専用 )取付説明書

・ スイッチ ・ リレーは防水仕様ではありません。 水がかからない位置に設置してください。
・ 取付作業前、 車両の電装品が正常に作動することを確認してください。 （電装品のメモリーを控えておいてください。）
・ 純正フォグランプ配線の (+) (-) を確認し、 判別できるようにしておいてください。

この度は、IPF 製品をお買い上げいただきまして、まことにありがとうございます。
本説明書に記載の注意事項をよくお読みになり、正しくお使いいただきますようお願いいたします。
お読みになった後も本説明書は大切に保管し、紛失しないようご注意ください。
本文中の　  注意マークと　  警告マークは取り付け及び取扱いに関して大変重要な事項ですので厳守してください。

品番 ：WF-5

配線終了後の点検

・ 本製品は 12V 車専用です。
・ 本製品は IPF 製品専用です。 各ランプの付属ハーネスを使用致します。
・ その他のランプ取付けによる不具合には一切責任を負いません。 ( 他社製含む )
・ 本製品の取り付けは必ずお買い上げの販売店もしくは技術力のあるショップに依頼してください。
・ 取付作業は車両を平たんな場所に止め、 パーキングブレーキを引いた状態で行ってください。
・ コネクターや端子は確実に接続してください。
・ 本製品の改造や分解は行わないでください。
・ 取付け後、 定期的にボルト ・ ナットの増し締めを行ってください。
・ 取付終了後、 車両の電装品が正常に作動することを確認してください。 （電装品のメモリーをセットしてください。）
・ 取付作業は作業用手袋を着用して行ってください。
・ エンジンが完全に冷却してから作業を行ってください。
・ スイッチやハーネスは運転の妨げにならない所に取り付けてください。
・ ダッシュボードやホールカバーなどにφ20mm の孔をあけて、 スイッチを取り付けてください。
　 孔をあけるさい、 車両の他の部品を傷付けないように注意してください。

1.　バッテリーのマイナスターミナルを取り付けます。

2.　車両のフォグランプスイッチをＯＮにして点灯することを確認します。
　　③スイッチの　　　マークで　追加フォグランプが点灯、
　　③スイッチの　　　マークで　純正フォグランプが点灯および③スイッチの LED が点灯することを確認してください。
　　
3.　記録しておいたオーディオなどのメモリーをセットします。

4.　スモールランプ、 ヘッドランプ、 ウインカーなどの電装品が正常に動作するか確認してください。

5.　ハーネスやコードが振れるおそれのあるところは、 コードクリップ、 テープなどを使用して固定してください。
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・ 　次ページの配線図を参照し、 配線を行ってください。

配線の接続方法を間違えるとショートします。

バッテリーのマイナスターミナルを外してから、
作業を行ってください。
バッテリーが２個搭載されている車両は、
両方共マイナスターミナルを外してください。

リレーやハーネスは、高温部から離して
取り付けてください。
（エンジン、ラジエター､過給器､排気管など）

コネクターや端子は、確実に接続してください。 ハーネスやコネクターは、
強く引っ張らないでください。

ハーネスやコードは可動部でこすれたり、
はさまれたり、押しつけられたりしないように
取り回してください。(ペダル、ワイヤー、ドア、
ベルト、プーリーなど)ハーネスやコードの被覆
が損傷すると火災の原因となる事があります。

ハーネスやコードは、クリップバンドやテープを
使用して固定してください。

構成部品

－ ＋

③

④

注意

④リレー

コード

(②ハーネス B）

②ハーネス B のカプラーが上向きになるように④リレーを取付けてください。

⑤ギボシ端子オス

⑥ギボシ端子 メス⑧スリーブ

⑦モールド

かしめる

配線の(+)  (-）を確認してから、純正フォグランプの配線を切断し
②ハーネスBとの接続部にギボシ端子加工をしてください。

(+)

(-)

ラ
ン
プ
側

IPF 製オフロードランプ (S-9681, S-9682, S-950, S-950SRL, S-631, S-632, S-9M12, 900XLST2) との
組み合わせによりフォグランプとして保安基準に準拠いたしますが
後付けランプのため、 事前に各地域の陸運支局への確認を推奨いたします。
※上記以外のオフロードランプは上方散乱光により、
走行中のフォグランプとしてはご使用いただけません。
取付けるランプの配光によっては保安基準を満たさない場合があります。
フォグランプとしての取付けは、 保安基準第 33 条前部霧灯に従ってください。

注 1 ：

注 2 ：

保安基準について

純正フォグランプ

接続端子加工
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アース

アース

アース

不使用となる配線すべてに
防水加工を施してください。

②ハーネスB

④リレー

追加
フォグランプ

LED

③スイッチ

メス端子
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スイッチ端子と
ハーネスの色に
注意してください。

注意
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純正フォグランプスイッチをOFFにしているにもかかわらず
フォグランプが点灯してしまう場合は、純正フォグランプ配線の(-)と
　　　　アースをギボシ端子加工し、接続ください。

接続接続

赤青

黒
アース

①ハーネスA

1mm

20mm2mm

③スイッチ

車体金属部へ接続する
※ 塗装部は導通しないため塗装の一部をはがして接続

車体金属部へ接続する

スイッチ取付け穴径

接続

接続

オス端子

接続する

黄

黒 /白

黒

黒

バッテリー

不使用

不使用

不使用

不使用

メス端子

オス端子

オス端子 メス端子

ランプ付属ハーネス

分離する

※ 塗装部は導通しないため塗装の一部をはがして接続

車体金属部へ接続する
※ 塗装部は導通しないため塗装の一部をはがして接続

車体金属部へ接続する
※ 塗装部は導通しないため塗装の一部をはがして接続

S-9681 (9682),   S-9M12  の場合

接続 純正フォグ
ランプ配線の
電源ケーブル

オス端子
加工 (-)

純正
フォグランプ

メス端子
加工 (+)

不使用



電源 SW から
ハーネスを外す
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不使用となる配線すべてに
防水加工を施してください。 ②ハーネスB
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追加
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LED
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スイッチ端子と
ハーネスの色に
注意してください。
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赤青

黒
アース

①ハーネスA

1mm

20mm2mm

③スイッチ

車体金属部へ接続する
※ 塗装部は導通しないため塗装の一部をはがして接続

スイッチ取付け穴径

接続する

バッテリー

注意

4

純正フォグランプスイッチをOFFにしているにもかかわらず
フォグランプが点灯してしまう場合は、
純正フォグランプ配線の(-)と　　　　 アースをギボシ端子加工し、
接続ください。

アース

車体金属部へ接続する
※ 塗装部は導通しないため
塗装の一部をはがして接続

不使用

S-950SRL,   S-632,   S-631,   900XLST2 ( ハーネス別売）  の場合

黒

オス端子
加工 (-)

接続

接続

純正フォグ
ランプ配線の
電源ケーブル

赤

ランプ付属ハーネス

不使用

黒　　赤

青

※追加フォグランプに付属のハーネス配線は
各フォグランプの説明書を参照してください。

車体金属部へ接続する
※ 塗装部は導通しないため塗装の一部をはがして接続

接続

メス端子
加工 (+)

オス端子
加工 (-)
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